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Abstract

InJapan,

intentional1y.

brand oilas

Supply oilof

the mixing of two different brands of turbine oilsis avoided

Therefore,theinconvenience ofinsuring the supply of the same

theinitialbrand for along period,and of keeping the stock of

different brands for each turbine(if the turbines wereinitially

Operated with difEeent brand oils)is quite acute,

Considering the appearance of numerous good quality turbine oils at home

and abroad,We reCOgnlZe the necessity to study and promote the mixed use of

turbine oils of diぽerent brands.

Here,the possibility of mixed use of turbine oils of two different brandsis

experimented on and discussed from the standpoint of oxidation stability.And

the report shows thereis a great possibility of mixed use of two types of

turbine oils having additives

t二I｣緒 盲

本邦におけるタービン油の他用上の一つの盲点土もい

うべきものに,異相タービン油混ノ｢†他川排撃の宥乱急があ

々=〇.｢た-二えば同一社製誹-て彼の男琉ぺ(粧魔の黒帯イ)

油㍑混∴して差支えないと考えら才一ておるが,只なろ会

社の製.几:‡混.′r仙川Lてはならた1.､∵考えられてわる王

うである.〕ニのため同一帥の浦を補紙用に碓保L続ける

のに持別･:二手数をかけ,経費の高騰せ免れない｡あろい

ミ吏,l■il一発電所こ二数千㌻のタ←ビンがあり,たまた吏,そ

れぞれ:二異なろ油を使/1た二rjて卜1一二,い一-~1ヰても多種矧

の補給油を抱えてわ㌫わばたらた十㌧ 々㌧ビン油を況｢~,､

して他えるものなF)ば,使川者の便益け射け川さ1大すろも

のと考えr)れる｡

水と油J)ご土′二異質♂:)ものむ混合仙川しよ
′

1.J

ノ._ ､うの

でミ主ない｡油土油土をi毘｢γしよう±1.､うのでし(})り,しか

もとも･:二同じ｢I押J:二作られてわる,高度や~精髄け如l拍i上

び添ノ川剤にふ=~ろ研究なつんで作られた細‖･1二はの場｢†た

シ､)こ一亡,むLろi･昆行使川げ=イな～て)確率のん`が人㌧~~ぢ◆え〔▲Jオ~l

るて

*
日立製作所日立研究所 理博

水`甘規楕(MIしし-17331(SHIPS)30,September

1952):二相(T性(3.5Compatibility)についてつぎの記

ii如ミある｡

Turbineiubricating oilshallbe compatible

With allcurrently quali丘ed oils under this

SpeCi丘cation.Theoilsha11be considered com-

patibleif a mixturein the proportion of one

part of the oiland one part of any currently

quali丘cd oil,When testedgives values notin-

ferior to those of the poorer of the two oils

COntainedin the mixture,1nreSpeCttOanyteSt

Of this speci丘cation.

すなわち,1対1混合した場合,混■れ仲の各訊願雁が

肘ご_t三能油のl試験伯を下廻らぬことをもって相合性ありと

すろも〃_)で∴巨)る｡この規フ_Eがあることは,混合使用を当

然11iJ掟上し∵こおるものである｡

混合仲川できるとあれば,タービン柚他用者の利便は

普L･二1月ノこする｡したがって,われわれ佐川者側の者は,

こC判1r､こ二つい~~･ごの研究を今f妾積んで行く必要がある｡混

r㌻仙廿位抑l誓した従~来の考え方･こ･ヱ,優秀な油健≠販して

い7~ニイ手刷会社の~1ニリJ…かま､.〕てたも♂)て.~巨､ろう｡優秀な河トと
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凡庸な油を混ずれば,優秀性を減一子ごるしつて困ること:土確

かである｡しかし,油製造技術が進歩Lてきて,優秀な

油が多くなってきた今日でも,俊秀な油同志もi昂じては

ならぬであろっか｡粧度性状が近い細√t組成的にもきわ

めて類似しておる｡良油のl~榔二は,僅かの組成差と添加

剤の差が存在するだけである｡しかも添加剤ほ成分こそ

異なれ同目的であり,したがって化学的こも似通ってお

る場合が多い｡このゆえに,少くとも良油L灯油±け混

∴使用して差支えないとの紐がてる可能性㍑寸二分に考

えられる｡

混余した場合,柑こ検討の必要あるものはなにかとい

えば,抗乳化性,泡立ち性,酸化安定度などであろう｡

とりわけ重要なのほ酸化安定度である｡これほ基油の精

製度,添加剤の種類と量によって異なる外,酸化防止添

加剤の効力が他種の共存添加剤によって著しく影響をう

けがちであり,各タービン油とも,添加剤の組′1､合せ∴

ほノ 屯を期してあり,これらを混合してはたして添加剤

の相合性がどうであるかゞ懸念される｡しかし,おそら

く,もつとも重要なのほ基油の精製度であって,北浦が

十分良い油 志の混f-｢細工酸化安定性も良好で沃ないか

と考えられる｡

木祖では,混/合使月了上の弄摘二鳥問題たる酸化安危度に

つき,数種の油を互に混了rして試験Lた紆闇汁ン~ついて述

べる｡

〔ⅠⅠ〕試 験 と そ の 結 果

2秤のタービン油を容積比1:1に混/.′Tし,A.S.T.M.

D943-47T酸化安定度試験法にかけた｡試州‥lは第2

報(l)に検討したタービン油で,弟l表のごときものであ

る｡これらを主として外油と同産浦とを組合せた場拾サ

効果を知らんとして,2挿宛紐点せて試験Lた｡試験結

果は第1図より第8囲までに示したっ

第1図より第5図までほ,内地製直溜タ←ビン油こ内

外タービン油を混じた場合で,第2図,第4図,第5図

の場合は直溜油に比L多少土も良くなった結果を示す

が,第l図では僅かこ悪く,第3図では明瞭に悪い成績

を示している｡

酸化防｣上剤をして効果あらLめるに三三,基潮1の精製度

を高め,幾分過精製にまで持って行く必要がある土いわ

れている｡州也製直溜タービン糾=二おいては,天然酸化

防止剤の効果に栢るため過和製は避け,天然酸化防止剤

を残してある｡これに対し,酸化防止剤を含む油が混ぜ

られても,その酸化防止剤H∴まとんど軌黒を発揮せぬも

のと考えられる｡第3図の場合㍑,年い二過度精製でない

塵油に酸化防止剤を加えたものと称せられる外国届1であ

るが,もししかりとすれば,天然酸化防止剤と合成酸化

第37一巻 紺12号

第1表 試 料 油 の A.S.T.M.寿 命

Tablel.A.S.T.M.Life of Sample Oils

試 油

内,S.0.

内,D.Ⅰ.0.

内,D.Ⅰ.0.

内,D.Ⅰ.0.

外,D.Ⅰ.0.

外,D,Ⅰ.0.

外,D.Ⅰ.0.

外,D.Ⅰ.0.

外,D.Ⅰ.0.

180D

140C

140B

90B

90G

120I

160H

90H

180J

A.S.T.M.安定度試験にて投価0.4に
達するまでの時間(hr)

140

400

2,560

>5,000

2,300

l,190

1,380

2,500

1,500

､

●

第1図

Fig.1.

吉武巨険指 問(〃

内 S.0.180:D と内D.I.0.140B との

混合油の酸化安定度曲線

The Oxidation Stability Curve of

MixedOil(JapaneseStraightMiner-

alOil180D+JapaneseI).I.0.14013)

J甜 或財 紺 鮒 抑 〟膨 卿 β拶

三式輪日吉 間(′り

第2図 内S.0.180D と外D.Ⅰ.0.180Jとの

混合油の酸化安定圧曲線

Fig.2.The Oxidation Stability Curve of

MixedOil(JapaneseStraightMiner･

alOil180D+Imported D.I.0.180J)
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第3図

1Jig.3.

内S.0.180D と外 D.Ⅰ.0.160H

との混合油の酸化安定度曲線

The Oxidation Stability Curve

Of MixedOil(JapaneseStraight

MineralOil180D+Imported D.

Ⅰ.0.160H)

･●

.′

･､､

言式彗余時 間(イ)

算4【瑠 内 S.0.180D と外 D.Ⅰ.0.120Ⅰ

との混合油の酸化安定度曲顔

Fig.4.The Oxidation Stability Curve

Of MixedOil(JaprneseStraight

MineralOil180D+Imported D.

Ⅰ.0.120Ⅰ)

l甘山裾二〃~)州別作川がJ二旧t7~ニトニも考え左わろ.｢

第`図～第8図(次~上｢-り封里)∴=■奈加別の人づた油川は

な混合し/~二場合て,概わi昆合∴上りパ好な成績をホして

いる｡ニれ∴∴主､J.用lがそれぞれ添加剤の効果が凍る樟
′ノーノ･Jノーノノ､ノ,ノ､-イしノ･ノ!ノ㌧ノリイーJ～'ノーJン㌧■■ノ･-■ イ仁ノ･!メ'′J}㌻一軒,′yこ_′ゝ′こ}WJ■■･月tノ}

節7図 内 D.Ⅰ.0.90B と外 D.T.0.90G

との混合油の酸化安定度伯横

Fig.7.The Oxidation Stability Curve

Of Mixed Oil(Japanese D.Ⅰ.0.

90B+Imported D.Ⅰ.0.90G)
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第5図

Fig.5.

-‥

･

･-

･■ -■･･‥

言式買弁時 間 り)

内 S.0.180D とケトD.I.0.90G

との混合油の酸化安定度曲線

The Oxidation Stability C11rVe

of MixedOil(JapancseStraight

MineralOil180D+Imported D.

Ⅰ.0.90G)

●

範6図

Fig.6.

J4
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胡グ

Å1し彗余 巳､雪間〔〟)

内D.Ⅰ.0.90B と外 D.Ⅰ.0.90H

との混合油の酸化安定産油線

The Oxidation Stability Curve

of Mixed Oil(Japanese D.Ⅰ.0.

90B+Imported D.Ⅰ.0.90H)
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第8区l内 D.Ⅰ.0.140C と内 D.Ⅰ.0.140B

との混合油の酸化安定度曲線

Fig.8.The Oxidation Stability Curve of

Mixed Oil(Japanese D.I.0.140C

+Japanese D.Ⅰ.0.140B)

度まで精製処即されているので,たとえば一ソJの油こ余

分に酸化防止剤が含有されておれば,これ:-り血カ▲の湘二

も効くことが考えられる｡一方の油の酸化防｣!二剤が余分

にあっても,あー∴二く,他ん▲の油こ二対しイJ~書てはない･こ

せよ有効ではない場fγに:王,寿命の短い方の仙が混合油

の寿命を左右しよう｡第`図:工後者の場.与,貰7図汀よ

び第8図はl打者の場∴γである｡

〔ⅠⅠⅠ〕結 言

添加剤を混入した巌近のタービン油を普通傲傭品±考

えて論ず引眠り,これこ直溜タービンf山をiI長じ｣こ川っる

評 論 那37巷 第12号

二とは好ましくなく,添加剤の効果は消失すると考えら

jLる｡これが,外国浦の導入された初期において国産油

(ニ王とんごまだ直沼油のみであった)の混用を厳戒された

川面の一つであろう｡しかし,国正タービン油も添加剤

入りのものが完成された今日,混令使用は十分に検討さ

るべき仙偵がある｡

酸化安定度や.キに関していえば,混合油の安定度ほ低

!_よ一′ヒI要の仙∴道一こなるおそれがあるから,国庫油の安定

度規情一笑外国油∴劣らぬ程度に定めてこそ,混合使用を

=.二しうるのである｡いいかえれば,外国油･に劣らぬ品

質上ニ･1った卜郎王油:二ついてのみ,混合浦の使用を考える

べ.､iてごFlろう｡

は述,米市税格の付言汁上の;王義でも,混ノ銅†lの安定度

(‡,こび_)脚各ニi_酎~る油,すなわち良質添加剤入り油に

劣らねこ±が必要∴たる｡

二ぶ,佃〔刊一三:二ついて:七,混た油での沈澱生成の有難,

濁りJ)圧成,起泡皿,乳化性,防錆能力など検討されね

｣Eノ王エ､ノ出れ もつ±も似~榊′りなもの土してここには酸化

安`′封要を上し上げた｡

この和合件の甘儀=,われわれ機械メーカーの問題で

ふるよりも,むしろ,椰々の袖に遭遇される機会の多い

1-EソJ会社,船会社なごの午ミ;1埋運札上の問題として重要で

～′)り,そゾ)ノ川Fでのこの問題の検討冥験が盛んになるこ

こを望･~J'/J二,

終り∴本肛ル骨附=｣上製作所H立働髄所員茂庭,本

l帥両月-のニソ∴二よる.‥i己して感謝の意せ
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日 立 評 論 火力発電轢器特集号第二集 別冊 No.12

弊社では昭和28年12月日立評論別冊No･4 土Lて火力集お機器特集号を発行し,当時の最高技術

の紹介および研究♂~)成果を発表致Lましたカ1そ〃〕後,日進日歩し丁)技術の発達は特に火力発電機器によ}

いてめぎましいものがあり,高温,高圧,大容量の火力発電:機器が相′)いて製作逮転されまLた｡
こ｣に最近の高札 高圧,大容量の7ドイラ,タービンJiヒC瀾係機器∴一Jいての諸問題中上り特に下

託題目を執り.ぁけ,火力発電機器特集号第二集

なりまLた｡何卒そしり発行を御期待下さい｡

◎最近の大容量高温高圧火力発`■~に設備J)趨勢:二/)
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態について
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貯)最近√りこ力発イlに所∴JJける給水処軋二関-j-る二,
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